
１.令和7年度決算　 （単位　円）

（収入の部）

維持会費、利息 2,571,800
世田谷区緑化補助金 87,200
前期基本金口振替 -56,726

計 2,602,274
（支出の部）

駐車場拡張工事（インターロッキング） 1,815,000
出入口ミラー、木部洗浄､外構工事 1,000,259
植栽庭石、生垣(（万福寺様折半） 805,000
本山・教区・組内賦課金 261,760
植木手入れ、除草、トヨ清掃 557,500
火災保険料 386,430
布教教材・通信諸経費・支払手数料 15,640

計 4,841,589
基本金口から振替 -2,239,315

２.令和8年度予算　 （単位　円）

（収入の部）

維持会費、利息 2,700,000
基本金口から振替 -2,239,315

計 460,685
（支出の部）

本山・教区・組内賦課金 270,000
植木手入れ（松剪定）、除草、トヨ清掃 900,000
火災保険料 386,430
境内植栽整備 500,000
本堂・庫裏・境内等修繕予備費 200,000
布教教材・通信諸経費・支払手数料 50,000

計 2,306,430

基本金口から振替（数年かけ戻す） -1,845,745
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令
和
八
年
度
維
持
会
費
の
お
願
い

謹
啓
　
日
頃
当
山
護
持
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
二
年
に
お
知
ら
せ
し
た
当
寺
の
三
つ
の
課
題
、
「
本
堂
修
繕
」
「
合
同
墓
建
立
」

「
客
殿
庫
裏
改
築
」
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
寺
院
活
動
の
制
限
も
あ
り
、
前
倒
し
て
完

了
で
き
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
全
て
の
工
事
費
は
、

寺
の
財
産
で
ま
か
な
い
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寺
財
産
は
、
門
徒
の
皆
様
か
ら
の
永
代
使

用
料
、
葬
儀
、
法
事
、
寄
付
、
参
拝
時
等
布
施
、
維
持
会
費
等
を
長
年
に
わ
た
り
安
定
運
用

し
た
も
の
で
、
皆
様
の
経
済
的
な
支
え
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
折
々
に
、
ご

寄
付
や
お
祝
い
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
は
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
烏
山
寺
町
で
小
ぶ
り
な
寺
で
す
が
、
明
る
く
瀟
洒
で
温
か
い
雰
囲
気
に
好
感
を
も
た
れ

た
新
し
い
ご
門
徒
様
が
数
件
増
え
ま
し
た
。

　
昨
年
の
維
持
会
費
で
は
、
外
構
工
事
を
一
挙
に
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
境
内
植
栽
整
備
に

と
ど
め
て
、
基
本
金
口
か
ら
維
持
会
費
に
一
時
的
に
振
替
え
た
残
額
を
減
ら
し
ま
す
。
寺
護

持
の
た
め
、
維
持
会
費
は
こ
れ
ま
で
と
同
額
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
皆
様
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
客
殿
で
は
、
約
二
十
名
ま
で
の
法
事
や
葬
儀
（
本
堂
使
用
の
為
、
指
定
の
二
業
者
）
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
食
事
は
主
に
「
魚
伊
三
」
か
「
今
半
」
の
仕
出
し
と
　
飲
み

物
は
「
カ
ク
ヤ
ス
」
に
注
文
、
基
本
配
膳
さ
ん
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
　
最
後

に
、
来
年
令
和
九
年
よ
り
、
十
月
の
第
四
日
曜
に
「
善
行
寺
報
恩
講
（
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
に

報
い
る
法
要
と
会
食
）
」
を
再
開
し
ま
す
。
過
去
参
加
さ
れ
た
方
に
ご
案
内
し
ま
す
が
、
ご

興
味
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
と
ご
家
族
様
の
健
康
と
ご
多
幸
を
念
じ
て
い
ま
す
。
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